
・適切な実施により除草効果が高い。

・価格が高い。機体が重いことで田んぼに負担がかかる。

難しかった稲株の間の
雑草も除草できる

①乗用水田除草機

回転部分が雑草をかき出し除草を行う。近年研究が進み、農機具メーカ
ーから各種の除草機が開発・販売されるようになった。

有機栽培の拡大



・適切な実施により防除効果が高い。

・また初期害虫に対する防除効果が高い。

電気柵用バッテリー

餌場（一日１回餌やり）

②マガモ除草

田植え後10日以内にマガモを田んぼに放し、遊び回って水をかき回す
ことで雑草を根付けなくします。また雑草や害虫を食べてもらいます。
最近ではアイガモロボットが開発され、飼育の手間が不要なことから手軽
に有機栽培に挑戦できると普及し始めています。

有機栽培の拡大



・田植え後、早期に除草作業ができる。
・水田内の生物への影響が少ない。

人力 乗用除草機との組み合わせ

③チェーン除草

田植え後４日目から、１日に何回も機械や
人でチェーンを引っ張って土の表面を引っ掻き、草を生えにくくします。

有機栽培の拡大



④紙マルチ除草

専用の田植機で紙を敷きながら田植えをします。黒い紙が光をさえ
ぎり雑草の発生を抑えます。

・防草効果が高く、安定している。

・新規で取り組む場合も失敗が少ない。

有機栽培の拡大



有機農業を支える良質な堆肥生産

堆肥による土づくり ・敷地面積 23,314㎡
・建築面積 3,218㎡
・処理方式 機内循環加圧混練式
・年間処理 牛豚糞 1,561.7ｔ(R4)
・生産量 製 品 1,147.4ｔ(R4)

藤島エコ有機センターでは
地域内外の畜糞を活用し、
良質な堆肥生産を行って
います。



単位：ha

人と環境にやさしい農業の推進

水稲作付面積 令和３ 令和４ 前年比 割合

水稲作付面積 ９，２１４．８ ８，８２９．６ △３８５．２ １００％

慣行栽培 ５，７３９．３ ５，３１５．３ △４３４．０ ６０．２％

特別栽培 ３，４１２．３ ３，４４３．2 ＋３０．９ ３９．０％

有機栽培 ６３．２ ７１．１ ＋７．９ ０．８％

有機＋特栽の割合 ３７．７％ ３９．８％ ― ―

農薬や化学肥料を抑えた農業の拡大



都市との交流

練馬区光が丘と農家グループの交流
小学校で農家の出前授業

光が丘地区祭に出店



都市との交流

横浜市の保育園と生産者団体との交流
園児と農家が田植え稲刈り交流

鶴岡Ⅰ型栽培米を給食へ



持続可能な農業
を目指して

オーガニックビレッジ宣言

＜主な取り組み＞

生産段階の取り組み
・人づくり、技術の普及、生産拡大
（農業経営者育成学校ＳＥＡＤＳ）

流通、加工、消費等の取り組み
・ＳＨＯＮＡＩ ＲＯＯＴＳとの連携
・学校給食への提供
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